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Windom2023 医学部受験のことなら全てお任せ下さい 

2023年度 東京慈恵会医科大学 化学解答 
１． 

問１  ア：昇華 イ：Na2CO3 ウ：NaHCO3 

 エ：ソルベー法（または，アンモニアソーダ法） 

問２  25.6 kJ/mol 

問３  NH4Cl 

問４  (ⅰ)  2.6×10－3 

 (ⅱ)  1.5×10－2 mol/L 

問５  (ⅰ)  (b) 

 (ⅱ)  (b)，(d) 

 (ⅲ)  (a)  Ba(OH)2＋CO2 → BaCO3＋H2O 

  (b)  BaCO3＋2HCl → BaCl2＋H2O＋CO2 

 (ⅳ)  ③の操作中に大気から吸収した二酸化炭素の量を補正するため。（29字） 

 (ⅴ)  1.0×10－3 mol/L 

 

２． 

問１  ア：鉄 イ：共有 ウ：へき開（または，劈開） 

 a：5 b：7 c：8 d：1 

 e：6 f：4 g：8 h：20 

 i：7 j：4 k：10 

問２  (ⅰ)  発熱反応 

理由：温度が高いほど平衡定数が小さくなり，平衡が左に偏っているので，ルシャトリ

エの原理で考えると，正反応が発熱反応である。（58字） 

 (ⅱ)  1.3×10－14 Pa－2 

 (ⅲ)  (c) 

 (ⅳ)  1.7×102 (mol/L)－2 

問３  ①，③ 

問４  
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３． 

問１  ア：(a) イ：(b) ウ：(b)  エ：(b) 

 オ：(a) 

問２  A： 

  

 

 

 特徴：枝分れの多い 2,2‐ジメチルプロパンの融点が最も高くなっている。 

問３  (ⅰ)  nが増加するとともに融点が次第に上昇している。 

 (ⅱ)  融点の増加幅の大小が一つおきに変化している。 

 

４． 

問１  ア：HCl イ：気体 ウ：エステル  エ：H2O 

 オ：アミド カ：加水分解  

問２  167.0 

問３   

 

 

 

 

 

 

問４   

 

 

 

 

  赤字部分は解答欄に書いてあった 

問５  (ⅰ)  (CH3)3CO－ 

 (ⅱ)  (b) 

 (ⅲ)  KBr 

 (ⅳ)  LとNが中和反応して，JとNの縮合が起こりにくくなるので。 
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